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第1章　バイオプラスチックの現状と今後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　惠谷　浩(惠谷資源循環研究所)
1.　バイオプラスチックの概要　2.　バイオプラスチックの種類と特性
3.　バイオプラスチックの生産方法　4.　バイオプラスチックの生産・需要動向
5.　需要分野別の動向　　　　　6.　バイオマスプラスチックの課題
7.　バイオマスプラスチック普及への側面　8.　おわりに
第2章　プラスチック、ゴム製品のバイオベース度の求め方
　-ISO国際標準規格による方法-　　　国岡　正雄(産業技術総合研究所)
1.　バイオベース度を求める国際標準規格
2.　放射性炭素14濃度測定法によるバイオベース炭素の識別、濃度測定
3.　バイオベース度の計算、分析方法　4.　分析結果の例
5.　バイオベース度の活用法　　　　　6.　まとめ
第3章　バイオトランスポリイソプレン(トチュウエラストマー®)の開発
　　　　　　武野　真也、鈴木　伸昭、中澤　慶久(日立造船/大阪大学)
1.　背景　　　　　　　　　　　　　　　2.　生合成機構
3.　トチュウエラストマーの組織局在
4.　トチュウエラストマーの製造方法　　5.　用途
第4章　藍藻を用いたプラスチック合成技術
　　　　　　　　　　　　　　ラウ・ニョクシン(マレーシア科学大学)
　　　　　　　　　　　　　　松井　南(理化学研究所)
1.　ラン藻を用いた物質生産
2.　ラン藻によるバイオプラスチック生産
3.　今後の課題　微細藻類を用いたバイオプラスチック生産

　2015年に入りバイオPETやバイオPEなどのバイオベースマテリアルの特性が急速に向上してきた。PLA、バイオPET、バイオPEなどの代表的な素材で比較してみると、
PLAは安定した需要を維持しているものの、当初期待されていた規模からは少ない水準にとどまっている。PLAの新用途では、北米において生分解性が求められるシェー
ルオイル掘削素材として採用され、また、成形品の反りの少ないことから3Dプリンター用造形材料に使用されている。
　3Dプリンター用造形材料はABSとPLAが主流を占めている。ただPLAはABSのような粘りが無く硬いため、表面の塗装や、やすりがけなどの後加工に不向きである。ま
た、ABSに比べ熱に弱い点や、後加工がしにくいため、小さい物体を成形する場合にはABSの方が多用されている。一方、PLAをベースにし、異なる素材を粉末状で混ぜ
合わせることで、異なる質感の3Dプリンター用造形材料ができることから用途開発が進んでいる。
　他方、近年では、非生分解性のバイオPETやバイオPEなどがバイオプラスチック業界を牽引している。これらはPLAと比べ、既存設備をそのまま使えることができることか
ら、特定分野のユーザーによる採用意欲が高く、今後は飲料用ボトルやレジ袋向けに採用を伸ばしていくものと予測される。
　バイオPETやバイオPEの需要が増加した背景には、2010年に飲料ボトル向けのバイオPET、2011年にレジ袋向けのバイオPEを採用する企業が増えてきたことにある。
これまで、バイオプラスチックの中心であったPLAに代わり、バイオPETやバイオPEなどの新しいタイプのバイオプラスチックが登場し、以前と比べ樹脂の種類も増えるととも
に、物性の改善も進むにつれ、徐 に々適用が広がってきている。さらに、最近ではナノセルロースを使った樹脂材料の開発研究が注目を集めている。
　本書ではこれらのバイオベースマテリアルの適用・開発動向・市場展開動向などの最新情報を掲載した。
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第5章　高耐熱・高機能バイオプラスチックの開発
　　　　　　　　　　　　　　　金子　達雄(北陸先端科学技術大学院大学)
1.　ホワイト・バイオテクノロジーとバイオプラスチック
2.　芳香族高分子の設計
3.　4-ヒドロキシ桂皮酸由来液晶ポリマー(LCP)
4.　3,4-ジヒドロキシ桂皮酸由来高分岐高分子
5.　フォトメカニカル機能を持つバイオプラスチック
6.　ヘテロ環構造を持つバイオナイロン
7.　桂皮酸を用いたバイオポリイミド
8.　おわりに
第6章　3Dプリンター用バイオベースマテリアルの開発
　　　　　　　　　　　　　　　増谷　一成、池尻　祐希、今井祐貴子、
　　　　　　　　　　　　　　　徐　于懿、木村　良晴(京都工芸繊維大学)
1.　はじめに　　　　　　2.　3Dプリンター樹脂市場
3.　樹脂の3D造形方法　　4.　3D造形方法の成形マテリアル
5.　熱溶融積層用の成形マテリアルの市場動向
6.　新しい機能性樹脂フィラメント　　7.　バイオベースマテリアル
8.　3Dプリンター用に利用されているバイオベースマテリアル
9.　3Dプリンター用成形マテリアルに利用するポリ乳酸の研究開発の紹介
10.　粉末積層型PLA　　　11.　おわりに
第7章　バイオマテリアルの最近の市場・企業の動向
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(株)シーエムシー・リサーチ調査部
1.　バイオプラスチックの市場動向
2.　3Dプリンターに使用されるバイオベースマテリアルの動向
3.　ナノセルロース


